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博物館学的な観点からみた韓国文化の展示

崔鍾浩（韓国民俗村博物館）

 国際博物館協会定款と博物館専門職員倫理綱領に「博物館は公衆に開放され、社会

と社会の発展に寄与する非営利の「港」的な機関として学習と教育、レクリエーショ

ンのため、人間と人間の環境に関する物質的な証拠を収集・保存・研究・交流・展示

する」と定義されている。国立民族学博物館は遺物と、それ以外の資料を収集し、民

族学的な研究を遂行し、その成果を展示する複合的な研究博物館として1974年に一般

公衆に世界諸民族の社会と文化に関する最新の情報を提供し、世界の人々に関する大

衆の理解を深めようと設立された。

 国立民族学博物館の第8展示場が、1983年3月に竣工され、同年11，月に「朝鮮半島

の文化」が一般大衆に公開された。その当時のプロジェクト・リーダーであった祖父

江孝男は、 「この地域の展示の基本プリンシプルとしては、現代の韓国の精神生活に

おける二つの基本的な枠組となっている“民間信仰”と“儒教”の二つを大きな柱と

し、それらの問に衣食住の物質文化を配列して、韓国の文化の構造を示すようにつと

めた」と明らかにしている［1984「東アジア（朝鮮半島の文化）展示」『国立民族学

博物館十年史』：p．299］。その当時の展示構想は、民間信仰、芸能、食生活、住生活、

衣生活、儒教に立脚しているが、新「朝鮮半島の文化」展示は、朝倉敏夫がすでに明

らかにしたように従来の展示資料と、所蔵している標本資料を最大に活用し、新しく

収集した現代文化の標本資料を活用し、屋内展示空間と野外のパティオに伝統と現代

の出会いを追求したことがもっとも大きな変化といえる。朝倉が明らかにしたように

「伝統」を過去の残骸ではなく、現在の視点から活動する文化の力として規定したな

ら、伝統という「意味がある過去」と現在の出会いが自然と生じるであろう。このよ

うな試みは結局、朝鮮半島の文化の過去と現在、そして未来の姿を予測してみられる

ように、導いていく「つながりの輪」展示のいいモデルとなる。

 「朝鮮半島の文化」展示の空間は、 「東アジア」展示の空間の入り口に位置してお

り、利用者の注目を受けるにはいい場所といえるだろう。博物館学的な観点からみた

とき、 「朝鮮半島の文化」展示の空間は、屋内空間と野外のパティオ、電子ガイドと

ビデオテークの情報空間、そしてオンライン・インターネット・ウェブサイトの仮想
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博物館學的剋豊石州刈薯韓國文化展示

崔鍾浩（韓國民俗村博物館）
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現実的な空間から伝達される、そのシナジー効果は核融合に比肩されるほど爆発的な

威力をみせてくれる。それにもかかわらず、実際に展示空間で利用者が五感を通して

体験できることは限界があり、電子ガイドとビデオテークを利用しない場合には、そ

の効果が半減される。

 国立民族学博物館は、おもに「もの」を通して世界諸民族の社会と文化に関する最

新の情報を提供し、世界の人々に関する理解を手伝う研究中心の博物館として知られ

ている。しかし、すでに国立民族学博物館は有形の資料だけではなく、無形の情報を

過去から現在にいたるまで収集して保存し、研究し、交流・展示する研究中心の民族

学博物館として、その機能と役割を忠実に遂行してきた。今、新たな試みが必要なと

きであると判断される。新たな試みは野外展示空間の連繋の輪を最大に確保すること

であり、研究中心の博物館という枠組みから一歩踏み出て世界とつながりをもった、

学習と教育、レクリエーションのネットワークを提供し、その役割と機能を調和させ、

均衡を取ることである。

 博物館の役割と機能に関することを百分率で評価して比較するとき、有形の物質資

料は収集と保存、交流の観点から運用者に対する考慮を可能であれば、51％以上維持

し、無形の非物質的情報（information）は研究と交流、教育などのために利用者に

対する考慮を可能であれば51％以上維持する必要がある。なぜなら最近の資料と情報

管理、運営管理システムがまだまだ運営者中心の枠組みを抜け出ておらず、それがず

っと維持されると感じるからである。その端的な事例は、展示技法が方法から千篇一

律的な管理システムを適用しているため、利用者の立場からみれば、満足を感じるよ

り、多少ぎごちなく、不便さを感じる反面、研究者と管理運営者の立場からみれば、

管理運営に便利なシステムとして構成されている。

 もっとも代表的な事例が「もの」を通して人々と対話を試みている展示空間で、電

子ガイド・キットを利用せずに観覧をする場合には一般人が理解できない展示があま

りに多い。そのことは逆説的に展示物のイメージだけを伝達しようと努力することで

あり、本当のイメージを通して、そのなかに含まれたテクストを交流する意志が弱い

ことをみせるものである。

 今後、 「朝鮮半島の文化」展示の空間に補完できればと思うことを簡単に述べてい

きたい。展示シナリオ構想から朝鮮半島全体を扱うことがよい。そして、 「朝鮮半島

の文化」というより、 「韓民族の文化」という方が国立民族学博物館設立の趣旨にも

合うと判断するが、地域展示を中心とする国立民族学博物館の特性を反映するとして
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も、 「韓半島の文化」とするのがよいと思われる。韓民族の文化に関する資料と情報

を時代、地域、階層、年齢、性別、職業などを考慮しながら収集し、研究して展示と

交流に活用することが望まれる。時代が判別される資料については時代を明記する必

要がある。たとえば、済州島の民家の縮小した模型は1970年代の姿である。資料と情

報を収集し、研究し、展示するとき、北朝鮮資料と情報に対する考慮をすればと思わ

れる。資料が提示されたならよかった。

 展示物の名称をしるすときは、可能ならば一定したところにしるすのが好まれる。

たとえば、小テーマの「檀君像」は下に置き、 「民俗工芸」は壁面上段につけ、一般

人の視覚からは飛び出ている。すでに規格化された名称である場合、設置位置と高さ

は展示物の位置と高さ、そして大きさにしたがって調整されるべきである。たとえば、

「現代文化」コーナーのプロ野球選手ユニフォームの名称は、高さが現在よりも相対

的に高くなければ観覧客が楽に読むことができない。展示物の壁面設置の高さを自然

な高さに一定するか、最小限の波にしないといけない。そして、展示物の設置と配置

の最高位は、観覧する便宜上、でこぼこに設置したり、配置するより、でこぼこがあ

っても全体的な外形線が一定しているか、放物線、あるいは逆放物線などの自然なラ

インを維持しなければならない。たとえば、 「キリスト教文化」コーナーの屏風と、

それ以外の展示物の外郭線に注意を払われたい。 「生産用具」コーナーの場合、逆光

のグレオ現象をなくすようにし、一部壁面の展示が高すぎると思われる。たとえば、

生活用具、巫俗文化などの場合には、視線の視覚が高すぎると不便である。
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し｝剛ヌ1司・フ1旦叫三二01戴司叫皿石刈司？ユ丁丁冠01望碧司・71二王暑旭

皇セ『王暑組号到ス阻と二巴剋暑♀ス1苛三寸胡弓三巴．・判二丁電

「ユ司ム呈皿呈司・」ヨ二二思号斗ユ射到石入1号潮到z困畠手入1苛フ1日｝

弓｝叫．「想杢｝暑子」ヨ司到ぞ♀明19尋円量司回週甘｛｝叡・耳呈尋糾エ，望

早用遇週入レトス1耳ヌ切1蓋叫エ稟｝牡宅珠・引引暑遇想杢｝甚rエ，牛舎｛｝糾

号到眉♀司1ゼ入レヨ釧入14・1ス1耳ヌ1三蓋・レ『暑週町回τ｝．
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